



































































































形而上学が実在論とも評されるのなら「危険なのではないか」と F. H. ブ
ラッドリーの哲学について質問したとき，はっきり「そらぁ，危険ですよ」
と力強く応じられたことを今もよくおぼえている。他方で写生文というより
体験談的な感想文，実感一本槍の語り方がエッセイの本分であるとみなされ
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るなら，選好される文体も自ずと限られてしまうだろう。矢本貞幹先生の研
究にみられるような思想内容より散文形式の自然学的な形態観察が，十分な
されてきたとも思えない。英語を学んだはずなのに「因果性」（causality）
という翻訳語が「原因」と「効果」ならぬ「原因」と「結果」との因果なる
運命だと信じて疑わない人も少なくはないようである。明治以後英語教育の
早い段階で何が起こっていたのか，その歴史は，いまだ問われてもいない。
遅延というに余りあるショックの受け方を起点とし，つながってくること
は多かった。当時，神学部を失う道をたどった青山学院と縁もある荒井献氏
のグノーシスに渉る聖書文献研究は知られ始めていた。関西学院にこられた
桂田重利先生のお仕事にエドマンド・ウィルスンの『死海写本－発見と論争
1947−1969』の翻訳があることは知ってはいたが，なぜウィルスンがそれ
を書いたのか測りかねていた。「高等批評」とも呼ばれる聖書文献学のあり
かたが，科学と称するに多々問題を含みながらも，神学に属するというより
文献考証の契機をテクスト研究にもたらし，論理学とドグマとの調停という
神学作業の外側に読みを置きなおしたという視点は，神学だけではなくロマ
ン派以降の英文学史においても欠かせないものだろう。蛭沼先生の聖書本文
学史，また近年完結された新約聖書本文のパピルス研究，著作選集のことな
ど知り及ぶにつれ，古典学者としての種山先生が古代中心の西洋哲学史とギ
リシア語を連続して開講され，キリスト教の形成にとって排除的関係でみら
れているヘレニズムのネオプラトニストたちまでトータルに講じられていた
文学原論的な意味合いを，さすがの阿呆も多少は考えるようになってきた。
こうした時代の記憶のひとつの環として，大学院の授業で経験した中條和
夫先生の特殊講義，エーリッヒ・アウエルバッハの『ミメーシス』（原著
1946）の英訳による忘れがたい授業が改めて気になりだしたのであった。
ヨーロッパでの文学形成そのものをあつかい文学原論としてめっぽう面白い
授業でありながら，この本を取り上げた先生の狙いを汲み取る余裕は持ち合
わせてはいなかった。今となっては，よくもまあ，長い引用を伴うこれほど
本格的な文学批評の本を，院生たちに調べさせてくれたものと呆れてしまう
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のだが，アウエルバッハにして，批評的な史観として，ゲーテに託されるか
のようなネオプラトニズムに関する願望なり関心が，強く働いていることも
指摘された。その評定の仕方をご記憶にのこされる方もおられることだろ
う。先生ご自身がアウエルバッハの一面を両義的に再発見し，驚いておられ
る風情であった。シラバスでは「“realism”は批評の用語としてはほとんど
意味をなさない」と喝破しておられる。聖書本文研究も背後にあるインター
テクスチュアルな描写のタイプの受容史，ことばどうしの模倣の影の読み込
みなおし方を，ひろく考えてのおことばであったろう。
当時，つまり 1980年代前半，かもしだされる評判が芳しいものとは到底
いえなかったというか，呼称として「解体屋」など，どぎつい語られ方さえ
模倣されていた「解体批評」派だが，そのひとりハロルド・ブルームも，大
学院では岩瀬悉有先生により取り上げられていたし，大学院の授業に講師と
して来られていた蜂谷昭雄先生の授業では，記憶だけであれこれの英詩を
次々えんえんと板書されるのに仰天するうち，いつの間にかポール・ド・マ
ンのシェリー論まで配布され，「ド・マン，意外とまともですねえ！」，「？」
と反応を求められるように何度もおっしゃられていたことが，探究心旺盛な
お人柄も偲ばれ，どこか滑稽に思い起こされる。今となってはスリリングな
ご発言だった。「ヴァロライゼイション」といった用語や「エコノミメーシ
ス」的な造語についてはともかく，桂田重利先生からは，個人的に，解体批
評的な読みが出てくるのはもとのテクスト自体の作られ方からして驚くべき
ことではないというご認識のお言葉を，やや唐突に聞かせていただいたこと
もあった。エリオットの論文で二時間を越える口頭試問を受けたときだった
と思う。エリオットの詩集の初版本を持参されており，一般には見落とされ
ていたテクストの異同を指摘された。使える部屋の都合がつかず，同席され
た河村昭夫先生のご判断と，森藤真成先生のご厚意で森藤先生のお部屋を急
遽使わせていただくことになった記憶。お忙しいお二人の先生の目線が，互
いを追うかのように書棚のガラスの中に整然とならぶ中国古典の書籍たちに
ふと落ちるや，ジャズの即興演奏のようなタイミングで，短い言葉が美事に
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交わされていた。
今は失われてひさしい五号別館の小教室棟部分ではあるが，マスプロ教育
の洗礼を受けるかのように加山雄三主演の『海の若大将』（東宝，1965年）
で田中邦衛演ずる「青大将」の不正行為が発覚する「京南大学」の，実際の
撮影現場は西宮にある建物の片割れとしてではなく，また，成り済ましの
「湘南海岸」風のイメージも遥かにこえ，思いはたちのぼり，駈けめぐる。
ロゴスとパトスの間に自然学的態度を貫かれようとした種山先生のギリシ
ア語ほか，山﨑隆司先生によるコンサイス・オックスフォード辞典必携の英
語詩講読など，受講しがいのあるあれこれの苦難と快楽の語学の場として，
現図書館の建設のために教えと学びの場が安らかに失われてあることは，建
物に切断の跡さえ残す小さな歴史として，もって瞑すべきものがある。
                                  
８４
